
 

社会医療法人真泉会 一般事業主行動計画 

（次世代育成支援対策推進法、女性活躍推進法） 

 職員が仕事と子育てを両立させることができ、職員全員が働きやすい環境をつくることによって、

すべての職員が その能力を十分に発揮できるようにするため、次のように行動計画を策定する。 

 

 

１ 計画期間 令和 3年 3月 1日から令和 8年 2月 28日までの 5年間 

 

２ 内 容 

 
 

課題 1 現状、男性職員の育児休業取得率 0％ 

目標 1 育児・介護休業法に基づく育児休業などの両立支援制度全般を周知し、 

男女共に育児休業取得率 100％を達成する 

 

＜対策＞ 

・令和 3年 3月～ 閲覧物の準備 着手。 

 ・令和 3年 4月～ 就業規則の「育児・介護休業」の項目などが いつでも職員に 

閲覧できるように 各部署に備え付けて 周知する 。 

 ・令和 3年 6月～ 職員に対し各種制度をまとめたパンフレットを作成及び  

広報誌に掲載し配布する。         

 

＜現状＞ 令和 3年度 

・男性職員の育児休業取得率  75% 

 

課題 2 現状、女性職員の管理職の割合 33％、育児休業 100％ 

 目標 2 女性職員の管理職の割合 35％以上と育児休業 100%の維持 

 

＜対策＞ 

・令和 3年 4 月～ 管理職候補の職階にある女性職員を対象とした研修・セミ 

ナー等を実施し、昇任意欲を醸成する。 

 ・令和 3年 6 月～ 性別役割分業意識の阻害要因であるアンコンシャス・バイアス 

に関する研修等を実施する。 

 

＜現状＞ 令和 3年度 

・管理職（主任以上）に占める女性の割合      33％ 

・女性職員の産前産後休暇、育児休暇取得率  100% 


